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全学学群・専門学群代表者会議 第九回本会議事内容報告書 
作成者：猪瀬百合子 
【日時】2018年 11月 14日 
【場所】5C506 
【出席】全体 75 定足 38 出席 41 遅刻 3 早退 4 
 
【資料確認】 

18259 議事次第 
18260 第八回本会議議事内容報告書 
18261 「学園祭実行委員会について」の改訂に関する要請 
18257 学園祭実行委員会について（改定案） 
18262 学園祭実行計画書の承認過程に関しての定義 
18263 学園祭実行委員会委員長・副委員長任命に関しての定義 
18264 2019 年度監察役選出についての報告 

 
【会議内容】 
今回の第九回本会議では以下の議題を扱った。 
議題①：「学園祭実行委員会について」の改訂に関する要請 
参考議題②：2019年度監察役選出についての報告 

 
【審議】 
○四家議長 
会議を始める。学実委に関する特別委員会。 

 
○学実委に関する特別委員会 
資料について説明が欲しい方は挙手してほしい。何も内容なら説明を省き採決に移る。 
無いようなので採決をとる。 

 
○四家議長 

18257、18262、18263 の３つについて決議をとる。 
 
【採決】 
議題①(18257) 承認 42 否認 0 保留 0 
議題①(18262) 承認 42 否認 0 保留 0 
議題①(18263) 承認 43 否認 0 保留 0 
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○四家議長 
全ての提議及び改定案について承認された。 

 
○学実委に関する特別委員会 
無事承認されてほっとしている。学園祭実行委員会と全代会が誕生してからずっと維持
されてきた古いシステムを現状に沿うものにし、また全代会と学園祭実行委員会との関
係を最適化するという目的を達成できたと思っている。今回の改訂が今後どのような成
果をもたらすかはまだ分からないが、来年度以降の人たちがこのシステムをうまく利用
してより良い活動をしてくれることを期待している。 

 
○四家議長 
副議長の石川から話がある。 

 
○副議長石川 
そろそろ各学類で新歓委員長・新歓隊長が決まると思う。新特では新歓委員長・新歓隊
長を通してサポートを行うため、決定次第全代会に連絡してほしい。 
流会は制度が良くないと私は思っている。だが会議に来ている人がマイナスを被ってい
るのは事実なので、選ばれたからには皆さんに責任感を持ってほしい。 
議長から各学類の議長に総務委員会から連絡がいっていると思うが、学類によって出席
率が大きく違う。良い悪いという話ではないし、皆さん忙しいと思うが、この会議は代
えがきかないものなので、しっかり会議に参加してほしい。 

 
○四家議長 
参考議題②を扱う。議決を伴わない意見聴取会型の議論を行う。 
なるべく参加してほしいが、早退の連絡を頂いている人もいるので、帰られる方は申し
出るように。 
それでは参考議題②について副議長。 

 
○副議長石川 
監察役について説明する。監査役とは、全代会の議長団を決めるとき、解任するときに、
会議がきちんと行われているかを見る仕事である。毎年、次の年の監察役をこの時期に
選出している。今回は情報メディア創成学類の相川と、生物学類の猪瀬が立候補してい
る。２人は前に出てほしい。 

 
○相川 
監察役に立候補した、情報メディア創成学類 2年の相川さくらだ。4月の水曜日は空けて



18266 

あるので、来年の議長団選挙が公正なものになるように努めたいと思う。 
 
○猪瀬 
同じく監察役に立候補した、生物学類 2 年の猪瀬百合子だ。今年度の会議の出席率は今
のところ 100％なので、来年度も出席できる。 

 
○副議長石川 
質疑応答をよろしくお願いする。 

 
○四家議長 
監察役に立候補したものから抱負を語っていただいた。資料に監察役選出の報告のフォ
ーマットがある。今回は議決をとらないが、次回議決をとる際に承認されるとこれが大
学の方に提出される。今回は監察役が適任であるかどうかが論点となる。 
質問・意見等ある方は挙手すること。 

 
○質問 
報告にある第 40 項と第 41 項について、この場で確認することはできるか。（人文竹下） 

 
●回答 
今、十川(生物資源)が conference に Web サイトの URL をのせているので、見られる方
はそれを見てほしい。前提となる文章は参考資料としてあった方が良かったと思うので、
次回の会議では用意しておく。（石川） 

 
○質問 

41 項の条文に、座長を続ける意思がないことを表明したもの、とあるので表明してほし
い。また後続が決まっていて自分が続ける見通しはないかということも確認したい。 
（資源十川） 
 

●回答 
来年度座長・副座長をするつもりはない。まだ来年度の座長団は決定していないが、座
長団の 1年生の出席状況を見る限り来年度もやってくれると思う。（メ創相川） 
 

●回答 
同じく来年度座長団を続けるつもりはない。来年度の座長団は決定していないが、生物
学類の後輩たちは来年度も大丈夫ということである。（生物猪瀬） 
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○四家議長 
19 時まで質問・意見を受け付ける。それまでに何かあれば挙手してほしい。 

 
○質問 

2 人とも委員長なので、来年の第一回本会議の運営に関して質問する。おそらく順序では
議長副議長共に欠席の場合、総務委員長の猪瀬が会議の議事進行を務めることになって
いる。仮に議長・副議長が欠席した場合、どのような扱いになるのか。（日日瀬辺） 

 
●回答 
第一回本会議までに次期総務委員長が決定している場合はその人に任せることになる。
決定していなかった場合には、総務委員会の次が調査委員会、その次が学内行事委員会
となっているので、学内行事委員会の委員長にお願いすることになる。（総務委員長猪瀬） 

 
○質問 
監察役の仕事に、全代会の不信任案が監察役に提出された場合、全代会の信任投票を行
うというものがあり、議長団選挙以外の時期にも仕事があるが、監察役の任期はいつま
でとなるのか。（数学五十嵐） 

 
●回答 
任期は 1年間である。4-5月にかけて議長選が行われるのが慣例とされているが、議長団
への解任請求がなされた場合には、任期中の来年度 1 年間の間はそれを受けて信任投票
を行うことになる。（副議長石川） 

 
○四家議長 
現在 19 時となった。現時点で質問・意見等ある方は挙手すること。 

 
○質問 
監察役の選出をしたという報告をするという事だが、監察役として有効なのは、座長団
をやめる来年度からという認識でよいか。（数学五十嵐） 

 
●回答 
基本的にはその通りである。来年度の座長団に含まれるないし専門委員として全代会の
活動に関わることがないということを約束した場合のみ、監察役になることができる。 
（副議長石川） 

 
○四家議長 
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それでは以上で参考議題②を終了する。 
 
【委員会報告】 
○議長団 

なし 
 

○総務委員会 
・会議の準備を行った。 
 

○学内行事委員会 
・新歓援助金のチェックシートの赤入れを行った。 
 

○教育環境委員会 
・活動を行わなかった。 
 

○生活環境委員会 
・月曜に生活課と話をしてきたので、slack に流す。来週会議を開く。 
 

○調査委員会 
・全代会掲示板の報告書を提出した。来週以降なにか調査することがあったら連絡して
ほしい。 
 

○広報委員会 
・217号を執筆中。新歓時期の全代会の広報について広報委員会で話し合った上で、それ
を全代会で共有しようと考えているので、意見がある人、携わりたい人は広報委員に声
をかけてほしい。 
 

○学実委に関する特別委員会 
・先週の会議での訂正を反映させた。今回の会議で規約は変更になるが、実際に運営し
ていくことで大学や実委側とまだ話し合うことが残っているのでそれを行っていく。 
 

○新入生歓迎特別委員会 
・来週又は再来週の月曜に第一回ミーティングを開く。12 月 7 日金曜日に第一回新特ネ
ットを行う予定である。 

 
 



18266 

【諸連絡】 
○四家議長 
制度的に限界がきているということは感じているので、各クラ代の議長に改善要請をし
ている。出席できる余地があるかの調査は行うが、事情がある場合は加味するので、そ
の点など詳細に報告してほしい。 
また先日学内現定で座長団の名簿を HP で公開した。座長団が誰なのかを、筑波大学生は
確認できる状態となっている。 
今回のように議決を早めにとる、出欠確認のメールを早めに送る、会議の終了時間を早
めに共有するなどといった点については、皆さんの負担をできるだけ減らすようにしよ
うと思っているので、協力をお願いする。 
 
これで今回の会議を終了する。 

 
散会 


